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層流対向流場に形成された噴霧火炎を対象とした Eulerian-Lagrangian 手法を用いた 2 次元 DNS を用いて、噴霧
の不均一性や噴霧特性による火炎構造の変化、油滴群燃焼挙動について調べた。また実験では測定することが困難な、
火炎構造の変化や油滴群燃焼による周囲流への影響を数値的に調べた。さらに、実用的な場を対象とした数値解析法




第 1 章は緒論であり、過去の噴霧燃焼に関する研究や 2相燃焼場を対象とした数値解析について概説し、本研究の
目的と位置付けを明確にした。




























る。本論文は、層流対向流場に形成された噴霧火炎を対象とし、 Eulerian-Lagrangian 手法を用いた 2 次元直接計算
(DNS) を用いて、噴霧の不均一性や噴霧特性による火炎構造の変化、油滴群燃焼挙動について調べたもので、全 6
章より成っている。
第 1 章は緒論であり、過去の噴霧燃焼に関する研究および 2相燃焼場を対象とした数値解析について概観し、本研
究の目的と位置付けを明確にしている。




第 4 章では、層流 2 次元対向流場に形成された気体燃料の平面火炎に、噴霧を突入させた際の火炎の非定常挙動を
数値解析し、噴霧供給量や粒径分布の変化に起因する群火炎構造の変化が、巨視的な燃焼特性に影響を及ぼすことを
明らかにしている。





以上のように、本論文は噴霧燃焼の 2 次元 DNS 解析コードを開発し、これを用いて噴霧の不均一性や噴霧特性に
よる火炎構造の変化、ならびに油滴群燃焼挙動について調べ、数値解析コードに組み込まれる各種モデルが噴霧燃焼
場の解析結果に与える影響を明らかにしている。これら得られた知見は燃焼解析に関して新しい知見を提供するもの
として工学上価値あるものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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